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て
い
る
。

　

総
務
省
が
七
月
に
発
表
し
た
日
本
の
人
口
（
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
今
年
一
月
一
日
時
点
の
人
口
動
態
調

査
）
は
、
二
七
万
人
減
と
七
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
東
京
や
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
な
ど
首
都
圏

の
人
口
は
増
加
し
、
人
口
の
一
極
集
中
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

地
域
に
住
む
人
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の

減
退
と
新
設
イ
ン
フ
ラ
需
要
の
減
少
に
つ
な
が
る
。
地

域
経
済
と
地
域
活
性
化
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
「
定
住

人
口
」
と
地
域
を
訪
れ
る
「
交
流
人
口
」
が
か
み
あ
い
、

相
乗
効
果
を
生
ん
で
促
さ
れ
る
。

　

各
自
治
体
が
定
住
人
口
と
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
始
め
た
り
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＋
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
や
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
な
ど
、
新
た
な
概

念
を
導
入
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
も
、
こ
の
た
め
だ
。

　

し
か
し
、
地
方
の
中
小
建
設
業
が
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
地
元
企
業
と
し
て
関
与
で
き
る
ケ
ー
ス
は
あ

ま
り
な
い
。
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
見
直
し
を
含
め
て
、
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
大
が
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
構
想

段
階
か
ら
参
画
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
地
方
の
中
小
建
設

業
に
そ
う
そ
う
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
結
果
的

に
、
自
治
体
が
こ
う
し
た
目
玉
事
業
に
注
力
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
中
小
建
設
業
が
受
注
で
き
る
案
件
数
は
減
少

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
五
人
が
個
人
名
投
票
と
し
て
集
め
た
五
〇
〇
万
票
弱

の
う
ち
、
約
六
％
に
相
当
す
る
。

　

だ
か
ら
今
後
、
政
権
与
党
は
比
例
代
表
選
の
個
人
名

投
票
数
の
六
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

足
立
氏
が
公
約
に
掲
げ
た
「
建
設
産
業
再
生
」
を
今
後

の
政
策
の
柱
の
一
つ
に
据
え
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
願
う
。

　

実
際
、
す
で
に
獲
得
票
数
を
大
幅
に
上
乗
せ
し
、
上

位
当
選
を
果
た
し
た
足
立
氏
に
対
す
る
強
い
期
待
感
が

地
方
の
建
設
業
界
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
も
選
挙
で
頑
張
っ
た
。
地
方
の
建
設
業

界
が
い
ま
苦
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
よ

く
よ
く
理
解
し
て
、
補
正
予
算
、
来
年
度
当
初
予
算
の

編
成
で
は
、
地
方
の
業
界
へ
目
配
り
し
た
公
共
事
業
予

算
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
各
地
で
相
次
ぐ
。

　

い
ま
首
都
圏
、
地
方
を
問
わ
ず
建
設
業
許
可
業
者
の

九
九
％
以
上
を
占
め
る
中
小
建
設
業
は
、
い
く
つ
も
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
岐
路
の
一
つ
が
「
事
業
承

継
」
だ
。

　

も
う
一
つ
、
中
小
建
設
業
に
と
っ
て
、
事
業
承
継
問

題
や
応
札
可
能
な
工
事
の
減
少
に
つ
い
て
の
懸
念
と
並

ん
で
、
頭
を
悩
ま
す
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
。
今
後
確
実
視

さ
れ
て
い
る
労
働
力
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
「
生
産

性
向
上
」
だ
。

　

個
別
工
事
で
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
提
出
書

類
の
簡
素
化
、
新
た
な
技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
現
場
技
術
者
の
業
務
量
削
減
、
技
能
労
働
者
の
一
日

当
た
り
作
業
量
拡
大
な
ど
に
は
、
大
手
、
中
小
、
元
請
、

下
請
い
ず
れ
も
異
論
は
な
い
。

　

地
方
の
中
小
建
設
業
の
抱
く
不
安
と
は
、
安
倍
政
権

が
掲
げ
る
「
第
四
次
産
業
革
命
の
実
現
」
が
進
む
な
か
、

中
小
建
設
業
自
ら
の
役
割
が
低
下
す
る
可
能
性
を
含
め

た
不
透
明
さ
な
の
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
〇
〇
兆

円
に
向
け
た
成
長
戦
略
（
日
本
再
興
戦
略
二
〇
一
六
）」

実
現
に
は
、
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。
一
点
目
は
潜
在
需

要
を
掘
り
起
こ
す
た
め
の
新
た
な
有
望
成
長
市
場
の
創

出
・
拡
大
、
二
点
目
は
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
人
手

不
足
克
服
の
た
め
の
生
産
性
の
抜
本
的
向
上
、
三
点
目

が
新
た
な
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
支
え
る
人
材
の
強
化

だ
。

　

そ
の
な
か
で
新
た
な
有
望
成
長
市
場
の
創
出
・
拡
大

に
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ

新
産
業
の
参
入
で
建
設
事
業
は
ど
う
変
わ
る

　

高
度
成
長
期
を
支
え
、
国
の
力
を
示
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
額
で
も
世
界
ト
ッ
プ
３
に
な
る
ま
で
に
な

っ
た
の
は
、
戦
後
一
貫
し
た
集
中
的
な
社
会
基
盤
整
備

（
社
会
イ
ン
フ
ラ
）
と
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
力
と
豊
富

で
良
質
な
労
働
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
。

　

経
済
成
長
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
増
に
応

え
る
た
め
、
中
小
建
設
業
の
起
業
が
相
次
ぎ
、
建
設
業

界
全
体
の
供
給
力
を
増
強
し
て
い
っ
た
の
も
自
然
の
成

り
行
き
だ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
経
済
成
長
を
支
え
た

団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が

「
家
業
を
継
が
な
い
」「
継
ぐ
た
め
の
経
験
を
し
て
い
な

い
」
こ
と
が
「
事
業
承
継
問
題
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
事
業
承
継
問
題
」
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
多
く

の
中
小
建
設
業
の
経
営
者
が
今
後
の
建
設
市
場
の
先
行

き
に
強
い
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
設
需

要
見
通
し
は
不
透
明
で
、
労
働
力
減
少
で
担
い
手
確
保

も
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
が
、
先
行
き
不
安
を
増
幅
さ
せ

中
小
建
設
業
は
深
刻
な
局
面

て
産
業
革
新
を
進
め
、
最
終
的
に
は
新
興
国
を
は
じ
め

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
主
導
権
を
握
る
ね
ら
い
が

あ
る
。

　

こ
の
考
え
方
を
建
設
業
界
に
置
き
換
え
れ
ば
、
国
土

交
通
省
が
進
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
・
拡
大
、
部
材

の
規
格
化
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
・
平
準
化
、
週
休
二
日

制
モ
デ
ル
工
事
の
試
行
な
ど
の
動
き
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
公
有
不
動
産
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
）
の
活
用
や
空
港
・
道

路
な
ど
で
導
入
が
始
ま
っ
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

こ
う
し
た
流
れ
の
一
環
だ
。

　

建
設
業
以
外
の
産
業
が
技
術
革
新
を
行
っ
た
う
え
で

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
身
に
つ
け
、
建
設
業
界
、
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
入
し
て
き
た
場
合
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ス
ト
を
上
乗
せ
す
れ
ば
建
設
業
界
に
問
題
は
起

き
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
の
考
え

方
に
よ
る
と
、
新
た
な
産
業
が
新
た
な
収
益
を
稼
ぐ
た

め
に
は
、
労
務
提
供
型
の
性
格
づ
け
を
相
対
的
に
弱
め

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
建
設
業
界
に
お
け
る
技
能
労
働
者
の

役
割
は
単
な
る
労
務
提
供
で
な
く
、
新
た
な
付
加
価
値

の
形
成
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
労
務
単

価
の
ア
ッ
プ
は
望
め
な
い
。

　

避
け
て
通
れ
な
い
「
生
産
性
向
上
」
を
進
め
よ
う
と

す
る
と
き
、
地
方
の
中
小
建
設
業
は
ど
う
い
う
立
場
で

ど
う
い
う
役
割
が
担
え
る
の
か
。
真
剣
に
そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
き
が
き
て
い
る
。

建
設
業
の
先
が
見
え
な
い
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一
粒

が
支
持
し
た
足
立
敏
之
氏
が
上
位
当
選
を
果
た
し
た
。

獲
得
票
数
は
二
九
万
三
、〇
〇
〇
票
余
り
。
前
回
参
院

選
挙
に
お
け
る
職
域
代
表
の
獲
得
票
数
と
比
較
し
て
四

割
増
し
。
前
々
回
と
比
較
す
る
と
倍
増
と
大
き
く
積
み

増
し
た
。

　

今
回
の
獲
得
票
数
を
都
道
府
県
別
で
み
る
と
、
前
回

選
挙
と
比
較
し
て
獲
得
票
数
を
減
ら
し
た
の
は
七
県
に

と
ど
ま
り
、
全
国
各
地
で
ま
ん
べ
ん
な
く
票
の
上
積
み

を
実
現
し
た
の
が
特
徴
の
一
つ
だ
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
別
の
獲
得
票
数
の
目
安
で
あ
る

一
万
票
を
北
海
道
、
東
京
、
新
潟
、
岐
阜
、
熊
本
の
五

都
道
県
が
突
破
し
た
。
前
回
選
挙
で
の
一
万
票
突
破
は

新
潟
県
の
み
、
前
々
回
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
か
ら
、
大
幅
に

増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

政
治
と
政
策
の
判
断
基
準
の
一
つ
は
数
の
力
だ
。
こ

れ
は
き
れ
い
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

　

足
立
氏
の
獲
得
票
数
は
、
自
民
党
比
例
代
表
候
補
者

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

月
十
日
投
開
票
の
第
二
十
四
回
参
議
院
選
挙
の

比
例
代
表
選
で
、
職
域
代
表
と
し
て
建
設
業
界
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